
議会だよりの愛称を市の花である「ひまわり」にして、地域の特産品でロゴを作成しました。

大丸小の入学式

本号よりレイアウトをリニューアルしました！！

議会を傍聴してみませんか！？ 手続き簡単！本館２階で“住所・氏名”を書くだけ
ライブ中継は市ホームページまたは各支所ロビーでご覧いただけます。

市ホームページよりスマホ・パソコンで
視聴できます。※ただし、議会当日の7日
後くらいからの配信となります。

議会の録画中継 ６月11日 本会議（開会） 補正予算等質疑・委員会付託
 15日 常任委員会 補正予算等審査
 16日 常任委員会 補正予算等審査
 17日 本会議 一般質問
 18日 本会議 一般質問
 19日 本会議 一般質問
 26日 本会議（閉会） 補正予算等採決

令和８年度当初予算…………………
令和７年度補正予算…………………
審議結果………………………………

一般質問………………………………
その他………………………………

P2
P4
P5

P7
P10

【目　次】

次の議会は

開会予定

6月11日
（木）

vol.74
令和8年5月7日

スマホで
確認！

南九州市議会だより
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総
務
常
任
委
員
会
審
査
分

総
務
費

職
員
研
修
関
係
費

４
５
１
万
円

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
階
層
別
研
修
、
専
門

研
修
、
特
別
研
修
、
接
遇
研
修
の
受
講
等
に
要
す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�
新
設
さ
れ
る
職
員
資
格
助
成
金
の
内
容
は
。

A　

�

土
木
施
工
管
理
技
士
や
建
築
士
、
簿
記
・
税
理
士
・
社

会
福
祉
士
な
ど
の
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
等
の
受
講

料
及
び
受
験
料
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

庁
舎
管
理
費

８
８
８
６
万
円

３
庁
舎
内
外
の
保
守
管
理
や
整
備
に
要
す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

頴
娃
・
川
辺
庁
舎
本
館
改
修
工
事
の
内
容
は
。

A　

�

受
付
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
下
げ
て
通
路
幅
を
拡
張

し
、
執
務
ス
ペ
ー
ス
に
支
所
機
能
と
外
郭
団
体
な
ど
を

配
置
す
る
た
め
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

行
政
改
革
事
業
費

２
２
４
２
万
円

証
明
書
発
行
に
係
る
窓
口
業
務
の
外
部
委
託
化
及
び

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
開
催
に
要
す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

窓
口
業
務
委
託
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
委
託

す
る
の
か
。

A　

�

新
庁
舎
で
の
総
合
案
内
窓
口
の
対
応
、
各
種
証
明
書
発
行

業
務
や
、
死
亡
・
転
入
・
転
出
な
ど
の
住
民
異
動
届
に
関
す

る
業
務
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
関
す
る
業
務
、
郵
送
請
求
及
び

公
用
請
求
に
関
す
る
業
務
な
ど
を
予
定
と
し
て
い
る
。

一
般
経
費
（
公
民
館
費
）

８
２
７
５
万
円

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
や
地
区
公
民
館
長
委

託
料
、
地
区
公
民
館
活
動
補
助
金
な
ど
に
要
す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

地
区
公
民
館
長
委
託
料
が
統
一
さ
れ
た
経
緯
は
。 

A　

�

こ
れ
ま
で
３
地
域
で
異
な
る
委
託
料
を
設
定
し
て
い
た

た
め
、
勤
務
日
数
を
原
則
週
2
・
５
日
に
統
一
す
る
こ

と
を
地
区
公
民
館
長
に
提
案
し
、
協
議
が
整
っ
た
こ
と

か
ら
統
一
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

消
防
費

一
般
経
費
（
災
害
対
策
費
）

７
８
６
８
万
円

防
災
会
議
、
防
災
訓
練
、
災
害
警
戒
等
防
災
対
策
に

要
す
る
経
費
。 

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

河
川
監
視
カ
メ
ラ
設
置
工
事
の
設
置
場
所
と
今
後
の
見

込
み
は
。

A　
�

設
置
場
所
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、
新
た
に
３
基
設
置

予
定
で
各
地
域
１
ヶ
所
ず
つ
を
基
本
に
候
補
地
を
検
討

し
て
い
る
。

　
　

�
災
害
時
に
活
用
さ
れ
た
実
績
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
増
設
の
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
分

民
生
費

温
泉
セ
ン
タ
ー
管
理
費

８
５
０
０
万
円

市
内
３
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
委
託
料
と
温
泉

割
引
助
成
金
に
要
す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

温
泉
割
引
助
成
金
の
予
算
額
が
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

A　

�

令
和
７
年
度
は
、
１
人
当
た
り
上
限
60
回
で
積
算
し
た

が
、
令
和
８
年
度
は
前
年
度
実
績
に
基
づ
き
、
平
均
40

回
で
積
算
し
た
た
め
。

教
育
費

中
学
校
教
育
振
興
事
業
費

７
０
５
８
万
円

中
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実
、
教
材
備

品
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

新
設
さ
れ
る
修
学
旅
行
費
補
助
金
の
内
容
は
。

A　

�

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
目

的
で
、
修
学
旅
行
費
の
２
分
の
１
、
上
限
３
万
円
を
補

助
す
る
も
の
。

Q　

�

対
象
者
は
。

A　

�

中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
で
市
内
に
住

所
を
有
す
る
者
。
市
外
の
私
立
中
学
校
に
通
う
生
徒
も

対
象
と
な
る
。

一般会計…255億2,800万円　特別・企業会計…125億8,941万円

大胆なスクラップ＆ビルド・新局面を迎える
令和８年度当初予算

河川監視カメラ（上）
令和７年８月豪雨時の大谷川（川辺町）

の増水状況（下）

修学旅行は一大イベント

令和8年

３月
定例会
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社
会
体
育
推
進
費

７
６
１
２
万
円

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
画
を
促
進
し
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
体
力
及
び
競
技
力
の
向
上
を
図
る

た
め
に
要
す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
解
体
工
事
の
内
容
は
。

A　

�

更
地
状
態
に
戻
し
、
再
利
用
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す

る
。

社
会
体
育
施
設
管
理
費

	

３
６
９
７
万
円

体
育
施
設
の
維
持
管
理
や
運
営
業
務
等
に
要
す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

知
覧
体
育
館
シ
ャ
ワ
ー
室
改
修
工
事
の

詳
細
は
。

A　

�

シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
を
温
水
化
す
る
た
め

の
工
事
で
あ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
分

農
林
水
産
業
費

森
林
経
営
管
理
推
進
事
業
費５

５
７
１
万
円

森
林
の
多
面
的
機
能
や
地
球
温
暖
化
防
止
機
能
維
持

の
た
め
森
林
整
備
・
保
全
を
図
る
た
め
に
要
す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

森
林
経
営
管
理
制
度
の
業
務
内
容
は
。

A　

�

所
有
者
不
明
の
山
林
の
相
続
調
査
を
行
う
ほ
か
、
今
年

度
は
５
５
０
０
筆
の
森
林
整
備
の
意
向
に
つ
い
て
所
有

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

商
工
費

一
般
経
費
（
観
光
振
興
費
）５

２
３
７
万
円

観
光
振
興
を
図
る
た
め
に
要
す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

一
般
社
団
法
人
南
九
州
市
D
M
O
の
事
業
内
容
は
。

A　

�

寺
師
邸
で
の
宿
泊
事
業
や
新
築
す
る
飲
食
店
の
運
営
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務
委
託
が
主
な
事
業
内
容
と
な
る
。

大
野
岳
整
備
事
業
費

５
４
０
３
万
円

大
野
岳
の
「
絶
景
」

と
「
茶
畑
景
観
」
を
活

用
し
て
知
覧
茶
と
融
合

さ
せ
た
体
験
型
観
光
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

滞
在
時
間
の
延
長
や
関

係
・
交
流
人
口
の
創
出

を
図
る
た
め
に
要
す
る

経
費
。

寺
師
邸
活
用
事
業
費

1
億
８
１
８
３
万
円

知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
群
内
の
旧
寺
師
邸
敷
地
の
整
備

を
行
い
、
観
光
消
費
額
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
要
す
る

経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

寺
師
邸
活
用
事
業
に
お
け
る
観
光
消
費
額
な
ど
の
経
済

効
果
は
。

A　

�

飲
食
特
産
品
販
売
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

１
人
当
た
り
の
観
光
消
費
額
単
価
を
７
６
０
７
円
か

ら
、
毎
年
５
０
０
円
の
増
額
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

大野岳整備事業

区分 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 増減額 増減率

特
別
会
計

国民健康
保険事業 4,970,000,000  5,175,000,000  △ 205,000,000  △ 4.0

後期高齢者医療 775,000,000  701,000,000  74,000,000  10.6

介護保険事業 5,421,000,000  5,466,000,000  △ 45,000,000  △ 0.8

企
業
会
計

水道事業 1,069,297,000  981,837,000  87,460,000  8.9

公共下水道事業 263,978,000  248,558,000  15,420,000  6.2

農業集落
排水事業 90,143,000  101,542,000  △ 11,399,000  △ 11.2

歳出合計 12,589,418,000 12,673,937,000 △ 84,519,000 △ 0.7

令和８年３月定例会の概要

令和８年度特別・企業会計当初予算（歳出）　（単位：円、％）
区分 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 増減額 増減率

1 議会費 150,045,000 153,529,000 △ 3,484,000 △ 2.3

2 総務費 3,317,824,000 6,889,103,000 △ 3,571,279,000 △ 51.8

3 民生費 7,998,642,000 8,176,173,000 △ 177,531,000 △ 2.2

4 衛生費 2,224,770,000 2,534,191,000 △ 309,421,000 △ 12.2

5 農林水産
業費 1,570,418,000 1,735,193,000 △ 164,775,000 △ 9.5

6 商工費 2,382,924,000 2,190,039,000 192,885,000 8.8

7 土木費 1,785,179,000 1,991,144,000 △ 205,965,000 △ 10.3

8 消防費 1,182,882,000 1,106,390,000 76,492,000 6.9

9 教育費 2,018,976,000 2,581,902,000 △ 562,926,000 △ 21.8

10 災害復旧費 9,750,000 8,300,000 1,450,000 17.5

11 公債費 1,943,117,000 1,866,542,000 76,575,000 4.1

12 諸支出金 933,473,000 952,494,000 △ 19,021,000 △ 2.0

13 予備費 10,000,000 10,000,000 0 0.0

歳出合計 25,528,000,000 30,195,000,000 △ 4,667,000,000 △ 15.5

令和８年度一般会計当初予算（歳出）　（単位：円、％）

会　　期 37日間 認　　定 ― 選　　挙 1件

開 会 日 2月 17日 同　　意 ― 請　　願 ―

閉 会 日 3月 25日 諮　　問 1件 陳　　情 1件

一般質問 11人 承　　認 ― 発　　委 1件

議　　案 26件 報　　告 ― 発　　議 1件

その他の議事
・南九州市議会議員定数等調査特別委員会の設置について
・議会運営委員会及び各常任委員会の閉会中の継続調査の件
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総
務
常
任
委
員
会
審
査
分

総
務
費

行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
費

▲
３
９
１
２
万
円

新
庁
舎
移
転
が
９
月
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
庁
内
シ

ス
テ
ム
の
移
管
延
期
や
入
札
に
よ
る
不
用
額
を
減
額
す

る
も
の
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

新
庁
舎
へ
の
シ
ス
テ
ム
移
管
延
期
の
た
め
の
減
額
は

何
ヶ
月
分
か
。

A　

�

シ
ス
テ
ム
移
管
は
１
月
か
ら
の
予
定
と
し
て
い
た
が
、
４

月
以
降
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
３
ヶ
月
分
を
減
額
し
た
。

消
防
費

一
般
経
費
（
消
防
施
設
費
）

▲
２
９
０
万
円

光
熱
水
費
の
不
足
見
込
額
を
増
額
し
、
頴
娃
方
面
隊

別
府
分
団
（
仮
称
）
拠
点
施
設
用
地
購
入
が
交
渉
不
調

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
用
額
を
減
額
す
る
も
の
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

交
渉
不
調
に
よ
る
整
備
へ
の
影
響
は
。 

A　

�

３
筆
の
う
ち
１
筆
が
不
調
と
な
っ
た
。
消
防
団
及
び
避

難
者
の
駐
車
場
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
別
途
駐
車

場
を
近
く
に
設
け
る
か
、
近
隣
の
福
祉
施
設
と
協
定
を

締
結
す
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
分

民
生
費

温
泉
セ
ン
タ
ー
管
理
費

▲
２
４
１
３
万
円

え
い
中
央
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
サ
ウ
ナ
修
繕
に
伴
う
増

額
及
び
事
業
執
行
に
伴
う
不
用
見
込
額
を
減
額
す
る
も

の
。〜

委
員
か
ら
〜

Q　

�

稼
働
状
況
や
修
繕
工
事
の
期
間
は
。

A　

�

温
泉
施
設
は
利
用
で
き
る
が
、
サ
ウ
ナ
に
つ
い
て
は
、

男
女
と
も
故
障
し
て
お
り
使
用
で
き
な
い
。
修
繕
に
伴

う
工
事
期
間
は
４
ヶ
月
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

衛
生
費

予
防
接
種
関
係
費

▲
６
１
０
０
万
円

予
防
接
種
事
業
執
行
に
伴
う
不
用
見
込
額
を
減
額
す

る
も
の
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
実
績
は
。

A　

�

対
象
者
で
あ
る
65
歳
以
上
の
接
種
率
を
45
％
で
見
込
ん

で
い
た
が
、
現
在
10
％
の
１
４
４
５
人
を
見
込
ん
で
い

る
。

教
育
費

小
学
校
施
設
管
理
費

▲
３
７
２
０
万
円

大
丸
小
学
校
の
再
編
要
望
に
よ
る
事
業
の
縮
小
に
伴

う
不
用
額
を
減
額
す
る
も
の
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

す
で
に
工
事
に
着
手
し
て
い
た
の
か
。 

A　

�

音
楽
室
の
空
調
設
備
以
外
は
未
実
施
で
あ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
分

農
林
水
産
業
費

緊
急
捕
獲
活
動
支
援
事
業
費

２
０
３
万
円

緊
急
捕
獲
活
動
支
援
事
業
の
実
績
に
伴
い
、
不
足
額

を
増
額
す
る
も
の
。

〜
委
員
か
ら
〜

Q　

�

増
加
の
数
は
。 

A　

�

イ
ノ
シ
シ
や
ア
ナ
グ
マ
等
の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
量
が
当

初
計
画
し
て
い
た
１
１
５
０
頭
羽
数
に
対
し
、
捕
獲
実

績
が
１
５
２
９
頭
羽
数
と
３
７
９
頭
増
加
し
た
。

再
編
集
約
等
加
速
化
支
援
事
業
費

1
億
８
１
２
８
万
円

碾
茶
加
工
施
設
整
備
に
要
す
る
経
費
。

えい中央温泉センター
サウナのボイラー

碾茶工場内

令和8年

３月
定例会

令和７年度補正予算
一般会計補正額…△２億7,773万円　補正後予算総額…326億933万円
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令和８年3月定例会
賛否のあった議案等の審議結果

全会一致の審議結果

上程議案・結果　
（賛成：○　反対：●） 議決結果

し
い
千
恵

角

貞

己

村
方
直
己

西
山
英
一

上
赤
秀
人

取
違
博
文

日
置
友
幸

大
倉
野
忠
浩

川
畑
実
道

鮫
島
信
行

内
園
知
恵
子

蔵
元
慎
一

山
下
つ
き
み

菊
永
忠
行

吉
永
賢
三

今
吉
賢
二

米
満
孝
二

加
治
佐
民
生

令和８年度特別会計予算
令和８年度南九州市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和８年度南九州市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和８年度南九州市介護保険事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

件　　　　名 議決結果

南九州市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任

市道路線の廃止について 可　　決

市道路線の認定について 可　　決

土地改良事業の計画変更について 原案可決

南九州市消防団消防ポンプ自動車（CD- Ⅰ型）購入に係る物品売買
契約の変更について 可　　決

南九州市過疎地域持続的発展計画を定めることについて 原案可決

南九州市会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 原案可決

南九州市移住・交流お試し居住条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 原案可決

南九州市公民館条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

南九州市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

南九州市子ども医療費給付条例等の一部を改正する条例の制定に
ついて 原案可決

南九州市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を
定める条例の制定について 原案可決

令和７年度南九州市一般会計補正予算（第 10号） 原案可決

令和７年度南九州市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

令和７年度南九州市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 原案可決

令和７年度南九州市介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 原案可決

件　　　　名 議決結果

令和７年度南九州市水道事業会計補正予算（第５号） 原案可決

南九州市新庁舎建設空調設備工事請負変更契約の締結について 可　　決

公立小中学校の大規模改修（空調（冷暖房設備）整備）事業の促進
に関する意見書の提出について 原案可決

令和７年度南九州市一般会計補正予算（第 11号） 原案可決

令和７年度南九州市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号） 原案可決

令和８年度南九州市一般会計予算 原案可決

令和８年度南九州市水道事業会計予算 原案可決

令和８年度南九州市公共下水道事業会計予算 原案可決

令和８年度南九州市農業集落排水事業会計予算 原案可決

要望書 不 採 択

議会いっかすっで
兄さん

「
意
見
書
」
と
は
な
い
け
？

　

市
や
町
ん
議
会
で
、
い
っ
ぺ
話
し

合
っ
せ
ー
「
こ
ん
こ
つ
ぁ
、
わ
っ

ぜ
ぇ
大
事
じ
ゃ
っ
で
、
国
ん
ほ
う
で
、

ど
げ
ん
か
し
て
も
ら
わ
ん
と
い
か

ん
！
」
っ
ち
。

　

そ
い
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
っ
せ

い
、
お
願
い
す
っ
手
紙
み
た
い
な
も

ん
じ
ゃ
っ
ど
。

　

も
ち
っ
と
ギ
ュ
ッ
と
ま
と
む
っ

と
、
わ
い
ど
ん
が
語
い
よ
て
決
め
た

こ
と
を
ば
、
国
ん
ほ
う
に
「
こ
げ
ん

し
て
く
い
や
い
」
っ
ち
頼
む
た
め
の

手
紙
じ
ゃ
っ
ど
。

※議事進行を行う加治佐議長は賛否同数の場合のみ「議長採決」として賛否表明

寺師邸活用事業飲食店舗整備予定地 一時預かりとは別の、新しい制度開始 災害時の非常用発電機
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令和８年１月臨時会
賛否のあった議案等の審議結果

全会一致の審議結果

上程議案・概要・結果　
（賛成：○　反対：●） 議決結果

し
い
千
恵

角

貞

己

村
方
直
己

西
山
英
一

上
赤
秀
人

取
違
博
文

日
置
友
幸

大
倉
野
忠
浩

川
畑
実
道

鮫
島
信
行

内
園
知
恵
子

蔵
元
慎
一

山
下
つ
き
み

菊
永
忠
行

吉
永
賢
三

今
吉
賢
二

米
満
孝
二

加
治
佐
民
生

補正予算
令和７年度南九州市一般会計補正予算（第９号）
　補正額：753,648,000 円増額　総額：32,887,069,000 円 原案可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

契約案件
南九州市新庁舎建設建築工事請負変更契約の締結について
　変更前：2,951,300,000 円　変更後：3,004,908,000 円 可　　決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

南九州市新庁舎建設電気設備工事請負変更契約の締結について
　変更前：781,000,000 円　変更後：807,250,000 円 可　　決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

南九州市新庁舎建設空調設備工事請負変更契約の締結について
　変更前：555,500,000 円　変更後：563,863,000 円 可　　決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

南九州市新庁舎備品（デスク）購入に係る物品売買契約の締結について
　契約金額：32,450,000 円 可　　決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

南九州市新庁舎備品（イス）購入に係る物品売買契約の締結について
　契約金額：35,116,400 円 可　　決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

南九州市新庁舎備品（カウンター・収納）購入に係る物品売買契約
の締結について
　契約金額：48,840,000 円

可　　決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

条例の一部改正
南九州市長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

南九州市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

件　　　　名 議決結果

南九州市職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例の制定について 原案可決

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

原案可決

令和７年度南九州市介護保険事業特別会計補
正予算（第４号） 原案可決

令和７年度南九州市水道事業会計補正予算（第
４号） 原案可決

令和７年度南九州市公共下水道事業会計補正
予算（第３号） 原案可決

※議事進行を行う加治佐議長は賛否同数の場合のみ「議長採決」として賛否表明

新庁舎外観 審査状況

新庁舎内１Ｆフロア 新庁舎内３Ｆ議場

総事業費約63.8億円！姿の見えてきた新庁舎建設
いよいよ完成間近、令和8年9月開庁へ！

令和8年

１月
臨時会
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一般質問

▪�議会会議録は地区公民館・市立図書館・南九州
市ホームページから見ることができます！
▪�動画視聴のためのQRコードを掲載しています。
　スマートフォンなどでご覧いただけます！

市民の声を行政に問う

Q　
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
評
価

と
今
後
に
向
け
た
戦
略
は
。

A　
本
市
の
産
業
と
関
連
性
の
高

い
企
業
へ
の
情
報
発
信
や
、
誘
致
し

た
企
業
が
長
期
的
に
定
着
で
き
る

よ
う
取
組
む
。

Q　
新
た
な
工
業
団
地
開
設
の
考

え
は
。

A　
企
業
の
求
め
る
条
件
を
把
握

し
て
い
な
い
段
階
で
工
業
団
地
を

先
行
し
て
整
備
す
る
こ
と
は
、
逆
に

選
択
の
自
由
度
を
狭
め
る
状
況
に

も
な
り
か
ね
ず
、
慎
重
に
見
極
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

Q　
技
術
系
人
材
の
育
成
や
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
醸
成
に
向
け
た
具
体

的
施
策
は
。

A　
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
し
、
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
に

現
状
で
の
取
組
み
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
企
業
が
進
出
し

や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
の
先
行

事
例
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

企業との接点確保に努め、進
出の候補地となるよう取組むA

大倉野　忠浩

企業誘致の具体的戦略Q

Q　
新
規
就
農
に
繋
が
っ
た
実
績

は
。

A　
45
件
の
就
農
相
談
か
ら
、
５

名
の
就
農
に
繋
が
っ
た
。

Q　
「
南
九
州
市
農
業
資
産
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
」
の
実
績
は
。

A　
離
農
や
規
模
縮
小
等
に
よ
り

使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
農
機
具
や

農
業
用
施
設
等
を
、
市
が
情
報
発
信

の
仲
介
役
と
な
り
、
必
要
と
す
る
農

業
者
に
引
き
継
ぐ
仕
組
み
と
し
て

令
和
７
年
４
月
か
ら
開
始
し
た
。

　

牛
舎
一
式
、
農
業
用
資
材
３
件
の

遊
休
資
産
を
登
録
し
、
利
用
者
を
募

集
し
て
い
る
。

　
　

就
農
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
動

画
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
移
住
定
住

が
増
え
る
可
能
性
を
感
じ
る
。
市
の

Ｐ
Ｒ
と
併
せ
て
宣
伝
を
強
化
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

サイト開設後、45件の就農
相談があったA

しい　千恵

南九州市就農ポータル
サイトの実績はQ

Q　
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

外
国
人
は
８
６
６
人
で
本
市
の
産

業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
上
で
外
国

人
労
働
者
の
方
々
は
貴
重
な
担
い

手
で
あ
り
、
地
域
経
済
を
支
え
る
重

要
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
。
雇
用

す
る
に
あ
た
り
、
住
居
環
境
を
整
え

る
事
が
大
切
だ
が
、
空
室
を
な
か
な

か
貸
し
て
頂
け
な
い
。
ま
た
、
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
際
は
、
水
回
り
に
、

２
０
０
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
は

必
要
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
。

　

空
室
の
市
営
住
宅
を
雇
用
主
が

借
り
、
外
国
人
労
働
者
の
住
居
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
。

A　
現
在
、
公
営
住
宅
は
入
居
で

き
な
い
仕
組
み
で
あ
る
が
、
人
材
の

安
定
的
な
確
保
と
地
域
活
力
の
維

持
を
目
的
と
し
て
「
市
営
住
宅
の
地

域
対
応
活
用
計
画
」
を
作
成
し
、
県

と
協
議
中
で
、
３
月
中
に
は
、
県
よ

り
国
へ
計
画
書
を
提
出
し
承
認
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

今後、外国人労働者の住居とし
て活用できるよう進めていくA

内園　知恵子

空室の市営住宅を雇用主が借
り、外国人労働者の住居に活
用できないか

Q

３月議会 /11人が登壇（名前の記載は登壇順）

1: 大倉野忠浩 ①企業誘致の具体的戦略
2: しい　千恵 ①農業振興　　　②南九州市食育・地産地消推進計画
3: 内園知恵子 ①外国人労働者　②ロードミラーの設置

4: 上赤　秀人
①地域みらい留学参画事業
②地区公民館長への業務委託
③土地改良事業の事務支援　　④みどりの美術展

5: 角　　貞己 ①財政運営
②本市の将来ビジョンと持続可能なまちづくり

6: 村方　直己 ①市営住宅　②地域のお宝マップ　③観光振興

7: 吉永　賢三 ①まちづくり推進　②公式ＬＩＮＥ
③かわなべ青の俳句大会

8: 西山　英一 ①災害対策
9: 蔵元　慎一 ①南九州市の情報発信の取組み

10: 日置　友幸 ①市役所新庁舎建設
②市長と市民のコミュニケーション

11: 取違　博文
①南九州市高齢者等訪問給食サービス事業
②チョイソコひまわりの実証運行
③街灯設置
④県道頴娃川辺線の通学路の整備

３月 10 日 火

３月 12 日 木

３月 13 日 金

大根畑で作業中の外国人労働者

スマホで
確認！
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Q　
現
在
の
地
区
公
民
館
長
へ
の

了
解
の
上
で
の
見
直
し
か
。

A　
統
一
に
関
す
る
意
見
に
よ
り
、

検
討
と
調
整
を
重
ね
て
了
解
を
得

た
。

Q　
今
後
の
館
長
選
任
な
ど
に
影

響
は
な
い
か
。

A　
す
べ
て
に
お
い
て
な
い
と
は

言
い
切
れ
な
い
が
、
館
長
業
務
の
負

担
軽
減
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
成
り

手
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

地
区
民
に
と
っ
て
地
区
公
民

館
長
は
一
番
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、

そ
の
立
ち
位
置
は
魅
力
あ
る
待
遇

状
況
で
あ
る
べ
き
と
、
私
は
考
え
て

い
る
。

委託契約の業務内容が統一さ
れたためA

上赤　秀人

３地域の地区公民館長への業
務委託料を統一するに至った
経緯は

Q

宮脇地区年賀式より

Q　
財
政
の
弱
点
と
強
み
は
。

A　
弱
点
は
、
歳
入
の
自
主
財
源

比
率
が
低
く
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

依
存
財
源
に
左
右
さ
れ
や
す
い
財

政
構
造
で
あ
る
。
市
税
の
大
幅
な
伸

び
は
期
待
し
に
く
く
、
財
政
の
柔
軟

性
が
徐
々
に
低
下
の
恐
れ
が
あ
る
。

　

強
み
は
、
実
質
公
債
費
比
率
な
ど

の
健
全
化
指
標
は
一
定
水
準
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
。
財
政
調
整
基
金
や

県
内
上
位
の
実
績
を
誇
る
ふ
る
さ

と
寄
附
金
な
ど
、
重
要
な
自
主
財
源

を
確
保
し
て
い
る
。

Q　
歳
入
歳
出
の
課
題
は
。

A　
歳
入
課
題
は
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
に
よ
り
市
税
の
大
幅
な
増

収
は
期
待
し
に
く
い
。
ま
た
、
地
方

交
付
税
や
国
県
支
出
金
の
依
存
度

が
高
い
た
め
、
国
の
制
度
改
正
や
交

付
税
算
定
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。

　

一
般
財
源
の
確
保
が
重
要
課
題

で
あ
る
。
歳
出
課
題
は
、
人
件
費
や

扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増

加
が
課
題
で
あ
る
。

今後、公共施設やインフラの老
朽化対応が、財政に圧力をかけ
る要因となり得る

A
角　貞己

本市の財政運営についてQ

Q　
空
室
な
ら
ば
単
身
者
で
も
入

居
し
た
い
と
の
声
が
あ
る
が
。

A　
入
居
率
の
高
さ
を
目
標
と
す

る
も
の
で
は
な
く
、
住
宅
に
困
窮
す

る
市
民
の
居
住
安
定
を
確
保
す
る

観
点
が
重
要
で
あ
る
。

Q　
他
市
で
は
高
階
層
よ
り
低
階

層
に
高
齢
世
帯
が
集
ま
り
や
す
い

の
で
、
高
階
層
の
空
室
を
若
年
層
単

身
者
に
提
供
す
る
な
ど
取
組
ん
で

い
る
が
。

A　
若
年
世
帯
の
入
居
要
件
緩
和
、

移
住
者
向
け
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
向
け
な
ど
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
運
用
に
つ
い
て
今
後
研
究

し
て
い
く
。

Q　
地
元
高
校
に
空
室
を
提
供
し
、

授
業
の
一
環
で
企
業
と
改
修
し
て

い
く
取
組
み
は
ど
う
か
。

A　
実
習
の
場
で
市
営
住
宅
を
活

用
し
改
修
す
る
取
組
み
は
、
人
材
育

成
と
活
用
の
双
方
に
資
す
る
可
能

性
の
あ
る
取
組
み
と
な
り
、
参
考
と

な
る
提
案
だ
。

重要な課題であることから調査
研究していくA

村方　直己

若年層の定住促進に向けた市
営住宅の入居条件を検討でき
ないか

Q

Q　

地
区
公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
、
マ
ル

シ
ェ
や
公
民
館
講
座
な
ど
を
行
い

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。
地

区
公
民
館
に
よ
っ
て
は
館
長
や
役

員
の
成
り
手
不
足
な
ど
課
題
が
あ

る
が
対
策
は
。

A　
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
解
決

策
を
模
索
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
中
で
、
担

い
手
の
発
掘
・
育
成
は
各
地
区
に
共

通
す
る
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
館
長
や

役
員
以
外
の
地
域
住
民
を
巻
き
込

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
行
い
、
地
域

活
動
へ
の
参
画
意
識
を
高
め
、
将
来

の
担
い
手
発
掘
・
育
成
に
つ
な
げ
る

取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
が
課
題
に
自
主
的
に
取
組

み
、
解
決
策
を
模
索
で
き
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
。

地域が解決策を模索できるよう
支援していくA

吉永　賢三

公民館長や役員の成り手不足
の対策はQ

世帯用（左）、単身用（右）
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Q　
一
昨
年
の
台
風
で
は
、
多
く

の
市
民
が
停
電
の
影
響
を
受
け
情

報
遮
断
な
ど
の
苦
労
が
あ
っ
た
が
、

優
先
的
に
電
源
や
ス
タ
ー
リ
ン
ク

等
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
強
化
を
し

た
避
難
所
を
設
け
る
考
え
は
な
い

か
。

A　
災
害
時
の
停
電
に
備
え
、
地

区
公
民
館
や
学
校
な
ど
に
ポ
ー
タ

ブ
ル
発
電
機
を
配
備
し
、
最
低
限
の

電
力
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
ク
な
ど
の
衛

星
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

Q　
短
期
の
避
難
で
あ
っ
て
も
心

身
の
健
康
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
は
不
可
欠
だ
と
考
え
る
が
、
柔

軟
な
対
応
は
可
能
か
。

A　
短
期
避
難
の
場
合
で
も
、
避

難
者
の
要
望
に
よ
り
、
柔
軟
な
対
応

を
し
て
い
く
。

関係機関との連携強化を図り、
市民が安心して避難できる環境
づくりを推進する

A
西山　英一

避難所の運営体制についてQ

Q　
調
べ
た
と
こ
ろ
、
本
体
工
事

以
外
に
外
構
及
び
盛
土
工
事
、
移
転

費
、
物
品
購
入
、
イ
ン
フ
ラ
関
連
な

ど
計
72
の
関
連
事
業
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
を
含
め
て
の
総
事
業
費
と
考

え
る
が
、
費
用
縮
減
の
た
め
に
内
容

を
低
下
さ
せ
た
点
は
な
い
か
。

A　
指
摘
す
る
関
連
事
業
を
全
て

含
め
て
の
総
事
業
費
で
あ
る
。
各
事

業
を
繰
り
返
し
精
査
し
、
経
費
縮
減

に
努
め
た
。
ま
た
、
外
部
委
託
を
減

ら
し
職
員
で
対
応
す
る
な
ど
し
た

こ
と
で
当
初
ど
お
り
の
性
能
を
確

保
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

Q　
完
成
後
に
市
民
説
明
会
を
実

施
す
る
考
え
は
。
完
成
し
た
ら
質
問

を
受
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
思

う
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

A　
広
報
紙
及
び
Ｈ
Ｐ
で
特
集
を

組
み
情
報
を
発
信
す
る
。
ま
た
、
市

民
か
ら
の
質
問
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ

上
で
質
疑
応
答
が
で
き
な
い
か
検

討
し
た
い
。

想定する63億８千万円に収ま
る見込み。広報紙等を通じて報
告したい

A
日置　友幸

市役所新庁舎建設総事業費と
市民説明会についてQ

Q　

特
攻
観
音
入
口
バ
ス
停
は
、

観
光
客
が
冬
場
暗
い
中
バ
ス
待
ち

を
し
て
い
る
姿
が
あ
る
と
近
隣
住

民
か
ら
も
声
が
あ
る
。
バ
ス
停
に
隣

接
す
る
東
屋
に
街
灯
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

A　

特
攻
観
音
入
口
バ
ス
停
は
、

観
光
客
や
地
域
住
民
の
利
用
が
多

い
場
所
で
あ
る
。
夜
間
の
安
全
性
向

上
や
、
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
も
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
街
灯
設
置
に
つ

い
て
は
周
辺
環
境
や
設
置
効
果
、
維

持
管
理
面
な
ど
総
合
的
に
勘
案
し

前
向
き
に
検
討
す
る
。

Q　

前
向
き
に
検
討
す
る
と
は
、

設
置
す
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

A　
令
和
８
年
度
の
早
い
時
期
に

設
置
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

Q　
こ
の
通
り
は
、
通
学
路
で
も

あ
る
。
防
犯
灯
の
増
設
の
考
え
は
な

い
か
。

A　
学
校
か
ら
の
要
望
等
が
あ
れ

ば
担
当
部
署
で
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
。

前向きに検討するA
取違　博文

特攻観音入口バス停に街灯設
置の考えはQ

Q　
現
在
取
組
ん
で
い
る
地
域
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業
の
内
容
と
効
果

は
。

A　
平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
ロ

ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
み

な
、
み
り
ょ
く
！
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
、
本
市
の
知
名
度
及
び
南
九

州
市
ら
し
さ
を
表
現
す
る
価
値
の

向
上
を
目
的
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
や
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
の
作
成
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
開
催
を
行
っ
た
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、「
伝

え
る
」
か
ら
「
伝
わ
る
」
情
報
発

信
に
向
け
て
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
を
策
定
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
や
デ
ジ
タ
ル
広

告
を
活
用
し
、
戦
略
的
に
本
市
の
情

報
を
発
信
し
て
い
る
。

「みな、みりょく！」のコンセプ
トのもと戦略的に発信していくA

蔵元　慎一

南九州市の情報発信の
取組みはQ

特攻観音入口バス停付近 ３月初旬新庁舎視察
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新
年
度
が
始
ま
り
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

私
は
、
10
回
以
上
の
引
っ
越
し
経
験
が
あ
り
ま
す
。
環

境
が
変
わ
る
度
に
、
未
知
な
る
自
分
の
可
能
性
の
扉
が
開

か
れ
る
こ
と
に
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
５
月
病
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
季
節
の
変
わ

り
目
や
環
境
の
変
化
に
苦
し
ん
で
い
る
方
も
い
る
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
あ
な
た
へ
、
飛
び
切
り
の
言
葉
を
贈
り
ま

す
。「

細
胞
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
」
こ
の
言
葉
を
自
分
自
身

へ
語
り
、
セ
ル
フ
ハ
グ
を
し
な
が
ら
布
団
に
入
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
眠
っ
て
い
る
間
に
、
細
胞
は
甦
り
ま
す
。

私
た
ち
の
体
は
37
兆
個
の
細
胞
の
集
合
体
で
す
。
皮

膚
・
骨
・
血
液
・
内
臓
・
髪
・
筋
肉
な
ど
全
て
が
細
胞
の

集
ま
り
で
、
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
き
て
い
る
喜
び
は
、
見
え
な
い
細
胞
の
働
き
に
対

す
る
感
謝
に
よ
っ
て
、
活
動
力
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
『
た
か
の
て
る
こ
』
さ
ん
の
著
書

「
生
き
る
っ
て
、
な
に
？
」
と
い
う
本
と
出
会
い
、
私
は

生
き
る
こ
と
が
辛
く
、
う
つ
病
に
苦
し
ん
だ
４
年
間
を
自

己
治
癒
力
で
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

難
が
有
る
か
ら
有
難
い
人
生
。

難
の
な
い
人
生
は
無
難
な
人
生
。

　

難
を
超
え
た
先
に
は
「
あ
り
が
と
う
」
が
待
っ
て
い
る
。

皆
様
の
生
活
に
笑
顔
が
溢
れ
、
あ
り
が
と
う
の
輪
が

　
　
　
　
　

広
が
り
ま
す
よ
う
に
…

し
い　

千
恵

広
報
編
集
委
員
会

委

員

長

　

大
倉
野　

忠　

浩

副
委
員
長

　

西　

山　

英　

一

委　
　

員

　

し　

い　

千　

恵

　

村　

方　

直　

己

　

鮫　

島　

信　

行

　

内　

園　

知
恵
子

◎
発
行
：
鹿
児
島
県
南
九
州
市
議
会

◎
編
集
：
議
会
広
報
編
集
委
員
会

◎
発
行
責
任
者
：
加
治
佐　

民
生

T
E
L 

〇
九
九
三（
八
三
）二
五
一
一

F
A
X
 〇
九
九
三（
八
三
）四
六
五
八

講演「職場を元気にする！「言葉の力」

　　  ～スポーツの現場に学ぶペップトークとは～」

講師　一般財団法人日本ペップトーク普及協会

代表理事　岩﨑 由純氏

例えば、①この町に住んで感じること　②議会を傍聴して　③将来の夢　④南九州市の未来図
　　　　⑤自慢のワンショット写真　⑥イラスト（自作に限る）…など

【応募方法】南九州市議会事務局まで郵送またはメールで応募してください（持参可）。

　　　　　 応募の際は住所、氏名、年齢（学校名と学年）、電話番号、匿名希望者はペンネームを必ず記入してください。

【応募先】〒 897 － 0392　鹿児島県南九州市知覧町郡６２０４番地　南九州市議会事務局　宛
【メールアドレス】gikai@city.minamikyushu.lg.jp　 【締め切り】令和8年 6月 10日（水）　必着
【注意】作品の返品はしません　※①～③の文字数については、500 字以内でお願いします。なお、添削する場合があります。

議会だよりに投稿しませんか？

〇応募作品は、第75号（8月発行）で掲載する予定です。掲載された方には図書カードをお送りします。

新議会だより「ひまわり」リニューアルチーム

人事案件 ～令和７年度市議会議員研修会～

〜サメちゃんのつぶやき〜
　平成 28 年から 4 年間広報編集委員で頑張りました。

今回新たに選任され文明の進化に戸惑っています。

　当時は一般質問など手書きの文章を

ワードで作り、印刷会社にお願いし校正

する程度でしたが、今は若いメンバーが

パワーポイントを駆使し自分たちでレイ

アウトをつくり、またイラストも AI で

簡単に作り印刷屋顔負けの議会だよりを

作っています。議会だよりを見てね。

～うっじょんのチエちゃん～
　広報編集委員会メンバーは４

人が引き続き、２人が久々のメ

ンバー入り。パ

ソ コ ン・ タ ブ

レット中心の委

員会。最高齢の

おばちゃんの私

も必死で頑張っ

ております。

諮問第１号
◆人権擁護委員◆

【知覧町南別府】
任期:令和8年7月1日から
　　 令和11年6月30日まで

木佐貫 明美氏

～英ちゃんの研修日誌～
　ペップトークとは ､ アメリカでスポーツの試合

前に監督やコーチが選手を励ますために行ってい

る短い激励スピーチです。ストレスを与える言葉

ではなく、励ます言葉を選ぶ。簡単なことのように思えるのですが意外と難しい。周囲が和み、

良い気持ちになる声かけを心がけようと思いました。早速、著書を購入！

　僕から皆さんへ ､ ペップトークで激励します。

 「できる！できる！まだまだできる！」　「やれる！やれる！まだまだやれる！」

 「克てる！克てる！絶対克てる！」　　　「良くなる！能くなる！善くなる！」


